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1．はじめに 道路橋の予備設計では，道路条件，地形，地質，交差物件など架橋位置の現地条件をふまえ，

構造物の安全性，耐久性，施工品質の確保，維持管理の確実性及び容易さ，経済性を考慮して最適な橋梁形

式を選定する．この選定要領は評価項目毎に点数を付け，総合点が最も高い橋梁形式が採用される．項目毎

の配点は，発注者により異なるが経済性の評価（配点）は，100 点満点中 60 点から 70 点を占めているため

橋種選定に大きな影響を与える．設計者は中立的な立場で精度良く，かつ橋種決定後に行われる詳細設計時

点で工事費が変更されないよう工事費を推定することを心掛けているが，近年では，鋼橋・コンクリート橋

いずれのタイプにおいても新形式橋梁の出現や耐久性の向上やコスト縮減に対する工夫が図られ，予備設計

の段階では工事費に誤差を含む要因が発生している．本報告は，予備設計段階における工事費の誤差要因が

橋梁工事費に与える影響について述べるものである． 

2．誤差要因 (1)PC 橋 予備設計における PC 橋の工事費は，概略設計によりコンクリート体積を算出し，

橋梁架設工事の積算（日本建設機械施工協会）により積算される．主桁組立工，横組工，架設工，クレーン

損料の算出が明記されており誤差は比較的生じにくい．なお，支承費やポステン T 桁の桁製作費は過去の事

例，実績価格により計上することになり仮定値による場合が多いことからバラツキの要因となっている． 

 (2)鋼橋 予備設計における鋼橋の工事費は，概略設計により鋼重を推定した後，積算基準に基づき工場製

作費，架設費を積み上げる．工場製作費は，材片数や鋼重のパラメータとなっており，概略設計においてこ

れらの数量は比較的精度よく算出されるため，詳細設計と比較して大きな差は生じにくい．架設費の算出は

詳細な架設計画を立案しない限り難しい．そのため，架設方法毎に経験値（一般的には単位質量あたりの費

用）が使用される場合が多い．また，間接経費の計上についても精緻に計上されていない場合がある．した

がって，工場製作費に比較して推定精度は劣る場合がある． 

3．基本モデル 推定誤差の要因が橋梁全体の工事費

算出にどの程度影響を与えるか確認するために基本モ

デルの工事費を算出した．基本モデルは橋長 200m，

道路規格は 3 種 1 級相当とし幅員 13.5ｍ（2 車線＋片

側歩道）を想定した（図-1）．上部工は 3 ケースの支間

（支間 28.6ｍ，40m，50ｍ）について，代表的な構造

形式として，ポストテンション PC T 桁，PC 箱桁，鋼

2 主合成鈑桁橋を抽出した（表-1）．下部工は RC 橋脚

（張出式または壁式）とし，橋脚高さは 7m 程度とし

た．基礎形式は地盤種別毎に選定し，I 種地盤は直接

基礎を，II 種地盤は場所打ち杭(φ1200，L=21.5m)を，

III 種地盤は鋼管杭(φ800，L=31.0m)とした．上部工①

～⑥の 6 案，下部基礎工 3 ケースの組み合わせの全 18

案に対して工事費を算出した．  

表-1 上部工形式案 

 径間数 上部工形式 
平均 
支間長

① 7 径間 連結ポステン PC T 桁橋 28.6m 

② 5 径間 連結ポステン PC T 桁橋 40.0m 

③ 4 径間 連続 PC 箱桁橋 50.0m 

④ 7 径間 連続鋼 2 主合成鈑桁橋 28.6m 

⑤ 5 径間 連続鋼 2 主合成鈑桁橋 40.0m 

⑥ 4 径間 連続鋼 2 主合成鈑桁橋 50.0m 
※PC 箱桁は固定支保工架設、その他はクレーン架設 
鋼橋の床版は鋼・コンクリート合成床版とする
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4．基本モデルの工事費 本検

討で設定した条件において算出

した工事費（支承費用を含む）

を図-2 に示す．上部工反力の小

さい鋼橋の方が橋脚形状，基礎

形状（杭本数）がコンパクトに

なり経済的となった．また，I

種地盤，II 種地盤，III 種地盤の

順に下部工費が全体工費に占め

る割合が高くなった．本試算の鋼橋案は耐候性鋼材を使用

した場合の概算工事費であるが，塗装仕様より耐候性鋼材

の方が 10％程度経済性に優れる結果であった．また，既往

実績資料の概算工事費と比較した（図-3）．その結果，概ね

工事費実績の範囲であったが PC 橋はやや高め，鋼橋は中

位に推移した．その要因の一つとして，PC 橋と鋼橋では

反力が異なり，反力比ベースで概算工事費を求めた支承費

に影響を与える．支承費が上部工費に占める割合は 10％～

20％程度で PC 橋がやや高くなった（図-4）． 

5．推定方法が工事費にあたえる影響 

(1)PC橋の推定誤差要因 実務上誤認しやすい項目または十

分な資料が得られていない項目を対象に設定単価を変えた場

合の影響について検討した．経験に基づき単価を仮定し，上

部工費に対する増減を比較した（表-2）．PC 橋は支承費・ポ

ストテンション PC T 桁の桁購入費を対象とした．支承費を

高めに設定すると死荷重が鋼桁に比較して大

きな PC 橋は，工事費が高く算出されること

になる．この影響は鋼橋よりも大きい． 

(2)鋼橋の推定誤差要因 鋼橋は支承費・床

版・耐候性鋼材・架設費・間接費について PC

橋と同様な方法で確認した．合成床版の費

用・経費の計上，耐候性鋼材の使用が上部工

費に大きく影響を与えることが分かる． 

6.考察とまとめ 初期建設コストのうち，

鋼・コンクリート橋別に積算誤差が生じやすい項目を対象として，工事費に与える影響を検討した．今回仮

定した誤差要因では，橋種の決定順位に影響を与える結果とはならなかったが，複合的に誤差が含まれた場

合はさらにバラつきが大きくなり，橋種の選定に影響を与える結果となる．より適切な工事費が算出される

ことが望まれ，そのために必要となる積算資料の整備が必要である．また，LCC の算出に必要となるデータ

が少なく，LCC を適切に算出することは難しい状況にあることから積算資料に関する資料整備も求められる．

今後は，平成 29 年 11 月に発行された新しい道路橋示方書に準拠した場合の差異についても検証したいと考

える． 

参考文献 ：1)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会：平成 28 年度版 PC 道路橋工事費実績 

  2)日本橋梁建設協会：鋼道路橋の工事費実績【平成 23～27 年度実績】平成 28 年 9 月 
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図-3 橋面積あたりの概算工事費

少数鈑桁 TC･CC架設PCＴ桁、PC 箱桁 

図-2 概算工事費（鋼橋：耐候性鋼材） 

表-2 誤差要因とその影響（上：PC 橋①，下：鋼橋④） 

費⽬ 単価（図−2で算出） 単価（仮定値） 増減
桁製作費⽤ kgあたり45円 kgあたり55円 +9.9%
⽀承費⽤ 反⼒あたり10千円/t 反⼒あたり15千円/ｔ +12.2%

費⽬ 単価（図−2で算出） 単価（仮定値） 増減
防錆⽅法 耐候性鋼材 塗装 +8.5%
⽀承費⽤ 反⼒あたり10千円/t 反⼒あたり15千円/ｔ +7.2%
架設費 105千円/t 158千円/t +5.1%
合成床版(製品)費⽤ 34千円/m2 51千円/m2 +14.5%
床版（製品）経費 共通架設費に計上せず 共通架設費に計上 +8.7%
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図-4 上部工費と支承費の割合
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